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平成２４年１１月１３日

原子力安全技術研究所の
取り組みについて

資料 １
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原子力研究の取り組みの強化原子力研究の取り組みの強化

当社は、福島第一原子力発電所の事故を契機として、更なる原
子力の安全性向上等を目指し、原子力に係る研究の取り組みを
一層強化することとした。

＜現場密着型＞
これまで原子力に係る研究は、主に他電力との共同研究やメー
カーへの委託研究という形で進めてきたが、原子力発電所の更
なる安全性向上、発電所の運営の改善に資するため、浜岡原
子力発電所の現場を有効に活用した研究や現場ニーズを的確
に反映した研究を、当社が中心となって取り組む。

＜公募研究＞
将来にわたって原子力をエネルギー源として安全利用していく
ために必要な研究にも、大学・研究機関と連携して取り組んでい
き、人材育成への貢献にもつなげてまいりたい。
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原子力安全技術研究所の設置原子力安全技術研究所の設置

本年7月1日、原子力に係る研究を専門に行う原子力安全技術研究所
を、現場を有効に活用し、現場と密接に連携して研究を進めるため、
浜岡原子力発電所内に設置
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主な研究テーマ主な研究テーマ

原子力発電所の安全性向上や運営改善に資する研究として、浜岡
フィールドの活用。例えば、廃止措置中の1、2号機から出てくる実際
の機器・設備の経年変化の調査などの研究を実施する。
さらに、原子力を重要な電源として維持していくために、将来の技術に
資する研究にも、大学等と連携して取り組んでいく。

ⅣⅢ

ⅡⅠ



© 2012 Chubu Electric Power Co., Inc. All rights reserved. 4

ⅠⅠ 原子力発電所の安全性向上に資する研究の例①原子力発電所の安全性向上に資する研究の例①

廃止措置中の１、２号
機から出てくる機器・設
備の状況を調査
（実際に使用したものの
状況を知る上で貴重な
試料）

トラブル未然防止の
ための研究を実施

（出典： 弊社ホームページ）

○応力腐食割れ（ＳＣＣ）等の劣化事象に関する研究

応力腐食割れ

応力腐食割れの例

浜岡原子力発電所1号機制御棒駆動機構ハウジング貫通部

のスタブチューブ取付け溶接部

応力腐食割れによるひびは、
（1）応力（材料に残る引張る方向の力）
（2）腐食しやすい環境
（3）材料の性質
の3つの要因が重なったときに発生する
可能性があります。
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発電所構内にも実験装置を設置予定

応力腐食割れ実験装置
（技術開発本部内）

ⅠⅠ原子力発電所の安全性向上に資する研究の例①原子力発電所の安全性向上に資する研究の例①

高温高圧（２８０度、７０気圧）水中に、試験片を設置
し、割れの進展データを取得

傾きから割れのスピード（進展速度）を評価

使用している材料の
劣化を適正に管理

（割れが進むと抵抗が増加するため、微小な電圧上昇を測定）

○応力腐食割れ（ＳＣＣ）等の劣化事象に関する研究
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津波到達予想時刻

２３：５６

震源：駿河湾

震度：６強

地震発生時刻

２３：３４
波浪高さ：約６ｍ

複数の津波観測データを組み合わせてひとつの画像で表示し、直感的かつ定量的に
津波来襲を把握できる統合的なシステムの構築を将来的に目指している。

GPS波浪計
データ

電波による
津波監視データ

高感度カメラ
画像

6

ⅠⅠ 原子力発電所の安全性向上に資する研究の例②原子力発電所の安全性向上に資する研究の例②

静岡県津波対策分科会にて提示

○津波の早期検知に関する研究
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ⅡⅡ １・２号機廃止措置に関する研究の例１・２号機廃止措置に関する研究の例

○廃止措置作業に伴う被ばく量の評価に関する研究

内容： 第２段階以降での各解体作業に伴う被ばく量を、機器毎に含まれる放射能量や
汚染状況等から、適切に推定する手法を開発する

より合理的・効率的な廃止措置工事計画の策定

第1段階 第２段階 第３段階 第４段階

汚染状況調査、除染等 周辺領域の解体 原子炉領域の解体 建屋等の解体

各種調査等の結果

機器の放射能量等
の膨大なデータベース

解体作業計画
・作業場所
・作業時間
・作業員数など

作業環境の放射線量
・放射線源の量
・作業段階での減衰
・作業環境の遮蔽

など

×
各解体作業の
被ばく量



© 2012 Chubu Electric Power Co., Inc. All rights reserved. 8

ⅢⅢ ３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例①３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例①

格納容器

圧力容器

原子炉格納容器の内部

作業エリアの放射線量を
的確に把握することで、
作業計画を策定する際に
被ばく低減に役立つ

配管や機器の内部には
放射性物質が蓄積。

これら配管や機器が作
業員の被ばくに対する
放射線源になる。

点検・保守作業はこれら
放射線源の近くで実施
が必要

○放射線環境評価ツール開発研究
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放射線源の把握： 放射性物質の水中での移行挙動を計算する手法を開発
放射線環境の計算 ：配管や機器で放射線が遮蔽されるため、その効果を計
算する手法を開発
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ：上記 計算手法を組込み放射線環境の表示システムを開発

ⅢⅢ ３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例①３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例①

○放射線環境評価ツール開発研究

作業エリアの放射線量率分布を評価・表示することにより、
作業時の被ばく低減をサポート

格納容器の3次元モデル 作業エリアの放射線量率分布
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燃料集合体に関する点検
○装荷位置確認

燃料上部のハンドル部に刻印された燃料集合体の識
別番号を用いて、原子炉の所定の位置に燃料集合体が
正しく装荷されていることを確認

○外観検査
燃料棒の曲りや傷の有無等を観察し、燃料の健全性

を確認

現状

耐放射線性を優先した水中カメラを使用しており、
解像度が低く視認性が悪い

視認性がよい鮮明な画像が得られる
水中カメラを開発し、作業性向上を図る

ⅢⅢ ３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例②３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例②

○燃料体外観検査用の水中カメラに関する研究
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開発した水中カメラ

◎解像度：ハイビジョンカメラ使用

◎大きさ・対放射線性とも
従来型と同等

画像の比較

ⅢⅢ ３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例②３・４・５号機の保守・作業性に関する研究の例②

燃料集合体検査作業の視認性向上・作業性向上

○燃料体外観検査用の水中カメラに関する研究

従来型耐放射線性
カメラ

今回開発したカメラ

１０４Gy
放射線量率を気にせず、
接近して使用

２００Gy
約1.5m離れてズームにて撮影

市販のハイビジョンカメラを定期的
に交換
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ⅣⅣ 将来技術に資する研究（公募研究の募集開始）将来技術に資する研究（公募研究の募集開始）

本年10月19日より、公募研究の募集を開始。
公募研究では、原子力発電所のさらなる安全性向上や運営改善に資
する研究、将来の原子力を維持していく上で重要な研究に取り組む。
弊社研究所と大学や研究機関などとの連携強化を図る。

今回募集する研究領域

領域１：将来技術に資する基礎基盤的研究
○次世代原子燃料サイクルに関する技術開発
○新型原子炉に関する技術開発

（ｷｰﾜｰﾄﾞ：炉物理、小型軽水炉、ﾄﾘｳﾑ炉等）
○検知・検出に関する革新的技術開発

領域２：安全性向上に資する研究
○機器・設備の故障の未然防止を図る研究
○地震・津波観測データなどを発電所運営

管理に適用する研究
○万一の事態・リスクに対応する研究

領域３：浜岡１,２号機の廃止措置の改善に
資する研究

○機器・設備の解体技術に関する研究
○放射性物質の除染に関する研究

領域４：浜岡３,４,５号機の保守性・作業
性の向上に資する研究

○非破壊検査装置の改良
○被ばく低減と作業効率性を両立する防護

機材の開発 など
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おわりにおわりに

当社としましては、研究の取り組み強化をはじめ、

これまでと同様に原子力安全に係る取り組みを継続

して実施し、地元をはじめ社会の皆さまの安心につ

ながるよう、全力で取り組んでまいります。
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以下 手持ち資料
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＜参考＞原子力研究の役割分担＜参考＞原子力研究の役割分担
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平成２３年度 平成２４年度

①安全性向上 ＳＣＣ発生に及ぼす水素影響に関する研究

応力改善効果の持続性評価研究

原子炉系への海水混入影響に関する研究 原子炉系への海水混入影響に関する研究

低炭素ステンレス鋼の実機環境中ＳＣＣ発生・進展研究 低炭素ステンレス鋼の実機環境中ＳＣＣ発生・進展研究

耐ＳＣＣ性改善材の実機適用性研究（その２） 耐ＳＣＣ性改善材の実機適用性研究（その２）

ＢＷＲ環境でのＳＣＣき裂進展評価の高度化研究 ＢＷＲ環境でのＳＣＣき裂進展評価の高度化研究

 軽水炉機器・構造物の繰り返し複合荷重下破壊評価研究 軽水炉機器・構造物の繰り返し複合荷重下破壊評価研究

原子炉材料の長期健全性に関する調査研究 原子炉材料の長期健全性に関する基礎研究

原子力発電所の電源系の挙動に関する研究

炉底部耐圧バウンダリの長期健全性に関する研究

高温水環境中の材料強度に関する研究

②廃止措置 原子力材料の放射化学分析に関する研究

 放射性廃棄物の放射能評価モデルの構築に関する研究 放射性廃棄物の放射能評価モデルの構築に関する研究

廃止措置工事計画策定に関する研究

原子力材料の微量元素分析手法に関する研究

③保守性向上 燃料体外観検査用の水中カメラに関する研究

ＡＢＷＲ格納容器内の線量率分布予測技術に関する研究

タービン周りの放射線量率評価に関する研究

復水脱塩装置樹脂の性能評価方法に関する研究

燃料集合体番号の画像処理に関する研究 燃料集合体番号の画像処理に関する研究

海水熱交換器の差圧上昇対策に関する実機適用性評価研究 海水熱交換器の差圧上昇対策に関する実機適用性評価研究

軽水炉利用高度化に対応した線量率低減技術の開発（１） 軽水炉利用高度化に対応した線量率低減技術の開発（１）

シリカ起因の浄化系樹脂再生の頻度低減に関する研究 ＡＢＷＲ格納容器内の線量率分布予測技術に関する研究

環境用電子線量計のデータ転送技術の開発 環境用電子線量計のデータ転送技術の開発

格納容器内放射線環境への海水混入影響に関する研究

④将来炉

⑤その他 放射線の可視化に関する研究 放射線の可視化に関する研究

原子力発電の理解度による信頼感の改善に関する調査研究

＜参考＞原子力安全技術研究所＜参考＞原子力安全技術研究所 プラントＧプラントＧ
((旧旧 電力技術研究所原子力Ｔ）電力技術研究所原子力Ｔ） 研究件名一覧研究件名一覧
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＜参考＞トリウムに関する研究について＜参考＞トリウムに関する研究について

平成24年度 平成25年度 以降

▽7
原子力安全研究所設置

▽10公募の募集開始

▽6電中研へ依頼

▽公募研究開始
（領域１：キーワード

トリウム、溶融塩炉）

公募要領等作成

募集受付・選定 公募研究の実施 公募継続

溶融塩を用いたトリウム利用技術
等の調査研究


